
〈
研

究

論

文

２

〉

連

続

と

切

断

１

田
邊
元
の
後
期
数
理
哲
学
に
お
け
る「
ベ
ル
ク
ソ
ン
主
義
」
に
つ
い
て

は

じ

め

に

本
稿

は
、

田
邊

元

の

「
数

理

の
歴

史

主
義

展
開
１

数

学
基

礎

論

覚
書

」

（
Ｔ
１
２
）
（

一
九

五
四

）

に

お
け

る

「
デ

デ
キ

ン
ト

の
切

断

論
」

解

釈

を
中

心

に
、
田

邊

の

”
超
‐
自

然

学

的

な

時
間

論

”

と

、
「

ベ
ル

ク

ソ

ン

主
義

（
ｂｅ
ｒｇ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉｓ
m
e
）
」

と

の
親

近

性

を

指
摘

す

る

こ

と

を
目

的

と

す

る
。

田

邊

に
と

っ
て
、
数

学

的
連

続
体

の

「
切
断

」
問
題

は
、

単
な

る
数

学
基

礎

論

の
問
題

で

は
な

く
、

”
超
卜
自

然
学

的

な
時
間

・
空

間
論

”

に
関

っ
て

い

る
。
そ

れ
ゆ

え
本

稿

で

は
、
田

邊

哲
学

に

お
け

る

「
切

断
」

概
念

の
時
間

的

構
造

を
明

ら
か

に

す

る
こ

と
で

、

彼

の

”超
－
自

然

学

的

な
思

考

”
と

そ
の
現

代
的
意

義

に

つ

い
て
考

え
た

い
。

そ
こ
で

第

一
に

、
デ

デ

キ

ン
ト

の

「
切
断

」

に

つ

い
て

、
高

木

貞

治

「
新

式

算

術

講

義

」
（

一
九
〇

四

）

に
触

れ
る
と
共

に

、
田

邊

が
デ

デ
キ

ン
ト

と
は
別

の
意

図

で

「
切
断

」
概

念

を
理

解

し

た

こ

と

を
考

察

す

る
。

ま

た

田
邊

が
「
数

理

哲

学

研

究

」

森
　
村

修

（
一
九
一
八
／

一
九
二
五
）
の
な
か
で
、
西
田
哲
学
と

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学

の
影
響
を
受
け
て

い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

第
二
に
、
田
遊
の
「
切
断
」
理
解

が
高
木
の
理
解
を
参
考
に
し
な
が
ら

も
、
「
切
断
」
が

”切
断
す
る
と
い
う
行
為
”
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
の
際
、
”切

断
と

い
う
行
為
”
の
時
間
性
が
、

田
遊
の
「
切
断
」
解
釈
の
要
点
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
触
れ
る
。

第
三

に
、
田
遊
に
よ
る
末
綱
恕
一
の
「
数
学
の
基
礎
」
（
一
九
五
二
）

批
判
を
取
り
上
げ
、
西
田
哲
学
の
「
行
為
的
直
観
」
説
に
基

づ
く
末
綱
説

を
検
討
す
る
。
田
遊
に
よ
れ
ば
、
行
為
的
直
観
が
「
時
間

を
空
間
化
す
る
」

直
観
で
あ
る
た
め
に
、
「
切
断
」
の
時
間
構
造
を
捉
え
き
れ
ず
、
「
切
断
」

の
重
要
性
を
見
逃
し
て
い
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
田
逸
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の

「
持
続
」
概
念
を
背
景
に
し
て
、
「
切
断
」
の
時
間
構
造
を
理
解
し
て
い
る

と
考
え
て

い
る
。

最
後
に
、
田
遊
の

”
超
一
白
然
学
的
思
考
”
が
、
「
ベ
ル
ク
ソ

ン
主
義
」
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を

媒

介

に

す

る

こ

と

で

、
「

潜

在

性

の

哲

学

（
ｖ
ｉｒ
ｔｕ
ａ
ｌ
　ｐ
ｈ
ｉｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
）
］

と

し

て

再

検

討

さ

れ

う

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

一
　

デ

デ

キ

ン

ト

「

切

断

」

を

め

ぐ

る

問

題

－

田

邊

の

数

理

哲

学

の

起

源

田

邊

は

、
「

数

理

哲

学

研

究

」

の

な

か

で

、

デ

デ

キ

ン

ト

の

切

断

論

を

取

り

上

げ

て

い

た

。

そ

こ

で

は

彼

は

、

デ

デ

キ

ン

ト

「
切

断

」

の

意

義

を

正

当

に

評

価

し

て

い

た

。

し

か

し

、「

種

の

論

理

」
論

攷

（

一

九

三

〇

年

代

）

以

後

、
「

切

断

」

概

念

は

、

田

邊

哲

学

的

な

問

題

と

し

て

極

め

て

重

要

な

位

置

に

お

か

れ

る

一

方

で

、

数

学

史

や

数

理

哲

学

の

領

域

を

逸

脱

し

て

い

く

。

筆

者

は

、

そ

の

理

由

と

し

て

、
「

切

断

」

の

理

解

に

つ

い

て

田

邊

の

個

人

的

な

体

験

が

基

礎

に

あ

り

、

そ

の

理

解

の

仕

方

に

数

理

哲

学

と

は

別

の

思

考

が

働

い

て

い

た

か

ら

だ

と

考

え

て

い

る

。

戦

後

の

「
歴

史

主

義

展

開

」

で

田

邊

は

、

西

田

よ

り

も

先

に

高

木

貞

治

に

触

れ

て

、

そ

の

学

恩

に

感

謝

し

て

い

る

。

学

生

時

代

に

田

邊

は

「

新

式

算

術

講

義

」

を

読

ん

で

、
「

数

学

の

美

し

さ

」

に

引

き

つ

け

ら

れ

た

。

そ

こ

か

ら

彼

は

「

デ

デ

キ

ン

ト

の

切

断

論

が

、

ほ

と

ん

ど

私

の

一

生

を

頁

く

問

題

と

な

っ

た

ほ

ど

に

強

い

印

象

を

与

え

た

の

も

、

外

な

ら

ぬ

〔
高

木

貞

治

〕

先

生

の

解

説

を

通

じ

て

で

あ

つ

た

」
（
Ｔ
１
２
／
３
３
２
）

と

語

っ

て

い

る

。

し

か

し

そ

の

後

も

田

邊

は

、

デ

デ

キ

ン

ト

の

「

切

断

」

を

解

釈

し

続

け

、

強

迫

的

に

固

執

し

続

け

る

。
こ

こ

で

確

認

し

て

お

く

べ

き

な

の

は

、「
切

断

」

概

念

が

彼

の

心

を

捉

え

た

の

は

、

西

田

哲

学

の

影

響

の

”
外

部

”

に

お

い

丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶
　
丶

て

で

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

だ

。

田

邊

は

西

田

哲

学

の

思

想

圏

か

ら

出

発

し

て

い

な

か

っ

た

と

い

っ

て

も

よ

い

。

そ

れ

で

は

、

高

木

の

「

切

断

」

解

釈
　
7
4

と

は

ど

の

よ

う

な

も

の

だ

っ

た

の

か

。

「

今

直

線

上

随

意

の

一

点

Ｄ

を

除

き

去

り

た

り

と

せ

よ

。

譬

へ

ば

、

理

想

的

最

鋭

利

の

ナ

イ

フ

を

以

て

、

Ｄ

に

於

て

此

直

線

を

切

り

た

り

と

せ

よ

。

即

ち

此

切

り

目

に

幅

な

し

と

考

へ

よ

。

斯

の

如

く

に

し

て

直

線

上

点

の

連

続

は

陂

壊

せ

ら

る

。

然

れ

ど

も

如

何

な

る

二

点

の

中

間

に

も

必

ず

第

三

の

点

あ

る

べ

し

と

の

条

件

は

、

Ｄ

を

除

去

せ

る

後

に

も

、

仍

ほ

依

然

と

し

て

充

実

せ

ら

る

る

に

あ

ら

ず

や

。

是

分

布

の

稠

密

は

未

だ

連

続

と

い

ふ

こ

と

の

特

徴

た

る

に

足

ら

ざ

る

を

証

す

る

者

な

り

。

／

連

続

の

観

念

明

白

な

る

が

如

く

に

し

て

、
実

は

然

ら

ず

。

此

微

妙

な

る

観

念

を

補

足

し

て

、

之

に

蔽

ふ

所

な

き

巧

妙

を

与

え

た

る

は

デ

デ

キ

ン

ト

の

功

績

に

帰

す

」
。

高

木

の

い

う

よ

う

に

、

デ

デ

キ

ン

ト

は

、

「

連

続

性

と

無

理

数

」

（

一

八

七

二

）

で

「

量

の

連

続

性

」

と

い

う

性

質

を

数

直

線

で

表

現

す

る

こ

と

で

、

跫

の

連

続

と

い

う

「

観

念

」

が

明

白

で

は

な

い

こ

と

を

指

摘

し

た

。

高

木

に

よ

れ

ば

、

デ

デ

キ

ン

ト

は

量

の

連

続

性

質

を

明

ら

か

に

し

た

が

、

連

続

の

特

徴

を

説

明

し

尽

く

し

た

わ

け

で

は

な

い

。

数

直

線

上

の

量

に

数

値

を

与

え

る

た

め

に

は

有

理

数

だ

け

で

は

足

ら

ず

、

「

有

理

数

以

外

丶
　
丶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５

）

新

に

数

を

作

る

の

必

嬰

を

生

ず

。

斯

の

新

数

は

即

ち

無

理

数

な

り

」
。

つ

ま

り

デ

デ

キ

ン

ト

が

意

図

し

た

の

は

、
量

の

「

連

続

性

」

と

い

う

「

観

念

」

が

曖

昧

で

あ

る

と

い

う

こ

と

を

、

「

切

断

」

と

い

う

操

作

を

用

い

て

説

明

す

る

こ

と

に

あ

っ

た

。

ち

な

み

に

デ

デ

キ

ン

ト

の

時

代

ま

で

は

、

「

無

理

数

は

幾

何

学

的

に

、
す

な

わ

ち

直

線

の

比

」

に

よ

っ

て

理

解

さ

れ

て

い

た

。

Ｋ



そ

れ
に
対

し

て
デ

デ

キ

ン
ト

は
、
算

術
化

運
動

の

な
か

で
、
無

理
数

を

「
算

術

的

に
、

す
な

わ
ち

一

つ
の
数
と

し
て

、

あ
る

い
は
数

に

よ

っ
て
形

成
し

よ

う
と

す

る
」

こ

と
を

意
図

し

て

い
た

。
下

村

は
、
「
算

術
化

」

に

つ

い

て

「
実

は
こ

れ
に

お

い
て
初

め
て
数

学
は

数
学

と

し
て

数
学

に
な

る
の

で

あ

る
」

と
語

っ
て

い
る
。

し

か
し

田
邊

は
、

デ
デ

キ

ン
ト

の
意

図

と

は
全

く

逆

に
、
「
切
断

」

概

念

を
哲

学
的

に
改

釈

す
る
。

彼

は
、
時
間

、
空
間

、
運
動

な
ど

を

「
切
断

」

概

念

を
用

い
て
取

り
上

げ
直

す
。

そ

こ
に

は
、

デ
デ

キ

ン
ト

と
も
高
木

と

も
異

な

る
田
邊

独
自

の
動

機

が
あ

っ
た
。
数

学

か

ら
逸
脱

し

て
ま

で

「
切

断

」

概

念

を

”
超
１
自
然

学

的

に
”

理
解

し

た

の
も

、
連

続

量

を
数

に
還

元

す
る
方

向
で

は

な
く
、

数
学

の
世
界

に

「
量

」

を
取

り
戻

す
た

め
で

あ

っ
た

。

そ
の
意

味

で
田
邉

は

、
ラ

イ
プ

ユ
ッ
ツ

や
カ

ン
ト

が
問
題

に
し

た

〈
量
（
内
包

量
・
外
延

量
）
の
哲
学

〉
の
系

譜

に
属

す

る
と

い
え

る
だ

ろ
う
。

田
邊

は
既

に

「
数

理
哲

学
研

究

」

で
、

コ

ー

ヘ

ン
の

〈
微

分

の
哲

学
〉

と

共

に
、

微

分

概

念

が

内

包

量

的

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

た

（
ａ

冫
９

）
。

た

だ

「
量

」

を

外
延

量

へ

と

一
元

化

し

、
外

延

量

を
数

へ

と
還
元

す

る
ラ

ッ
セ

ル
は
、
コ

ー
ヘ

ン
ー
田

辺

の
〈
微

分

＝
内

包
量

の
哲

学
〉

を

批
判

し
、

量

か

ら
数

へ
の
転

換
を

主
張

し

て

い
た
（
Ｔ
２
／４
７
４
ｆ．
参

照
）
。

そ
れ

に
対

し
て
田

邊

は
、
ラ

ッ
セ
ル

の

〈
外

延
量

の
哲
学

〉

の
有
効

性

を

認

め

な

が

ら
も

、
内

包

量
と

し

て

の
連
続

量

と

、
デ

デ

キ

ン
ト

「
切

断

」

と

の

関

係

に

価

値

を

与

え

る

こ

と

で
、

コ

ー

ヘ

ン

哲

学

を

”超
１
自

然

学
的

に

”
理
解

す

る
こ
と

を
目

指

し
て

い
た

。
確

か

に
、
微

分

に

つ

い
て
は

「
外
延

量

＝
数
」

の
理

解

は
妥
当

で

あ

る
。

し
か

し
田
邊

に

よ

れ

ば

、
「
質

」

と

し

て

量

を

扱

う

限

り

〈
内

包

＠
1
　（
ｉｎ
ｔｅ
ｎ
ｓ
ｉｖ
ｅ
　Ｇ
ｒ
ｏ
Ｂ
ｅ
）

＝

強

度

（
ｉｎ
ｔｅ
ｎ
ｓ
ｉｔｅ
）
）

の
問

題

は

避

け

ら

れ

な

い
。

「
量

と

し

て

の

「

量

」

で

な

く

し

て

「
質

」

と

し

て

の

量

が

内

包

量

で

あ

っ

て

、

其

根

原

が
微

分

な

の

で

あ

る

。

此

基

が

あ

っ

て

始

め

て

「
量

」

と

し

て

の

量

、

す

な

わ

ち

測

定

せ

ら

れ

得

る

外

延

鼠

が
可

能

と

な

る

の

で

あ

る

か

ら

、
「
量

」

の

基

に

は

「
質

」

が
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。
（
中

略

）

西

田

教

授

が

「

す

べ

て

經

險

内

容

が
即

自

の

状

態

に

あ

る

時

質

的

で

あ

る

。

他

と

の

関

係

に

あ

る
時

、

即

ち

相

即

の

状

態

に

於

て

あ

る
時

、
そ

れ

が

量

的

と

な

る

」

と

い

は

れ

た

の

も

（
「
自

覺

に

於

け

る

直

観

と

反

省

」

三

十

二

）

是

に

當

る

と

思

ふ

」

（
Ｔ
２
／
５
４
５
）

田

邊

も

述

べ

る

よ

う

に
、

西

田

は

、

田

邊

と

ほ

ぼ

同

時

期

に

デ

デ

キ

ン

ト

や

コ

ー

ヘ

ン

哲

学

に

触

れ

て

い

た

。

こ

の
時

期

西

田

が

ロ
イ

ス

の

「
世

界

と

個

人

」
（

一

八

九

九
－

一

九

〇

〇

）

を

介

し

て

、

デ

デ

キ

ン

ト

の

著

作

に

触

れ

て

書

き

上

げ

た

の

が

「

論

理

の

理

解

と

数

理

の

理

解

」

（

一

九

匸

一
）

で

あ

っ

た

。

こ

の

論

文

を

き

っ

か

け

に

し

て

、
西

田

は

「
自

覚

に

於

け

る

直

観

と

反

省

」

の

元

と

な

る

諸

論

文

を

一

九

一

三

年

か

ら

一

九

一

七

年

ま

で

書

き

続

け

て

い

る

。

当

時

、

西

田

と

田

邊

の
間

に

頻

繁

に

書

簡

が

交

わ

さ

れ

、

西

田

は

数

学

に

関

し

て

田

邊

か

ら

の

教

示

を

請

う

て

い

る

。

そ

れ

ゆ

え

当

時

の

西

田

の
数

理

哲

学

に

関

し

て

は

、

田

邊

か

ら

西

田

へ

の

影

響

も

無

視

で

き

な

い
。

も

ち

ろ

ん

西

田

と

田

邊

は

、

デ

デ

キ

ン

ト

か

ら

異

な

る
哲

学

的

問

題

を

引

き

出

し

て

い
た

。

さ

ら

に

田

邊

は

コ

ー

ヘ

ン

の

〈
内

包

址

＝
強

度

の
哲

連統 と切断75



学

〉

を

ベ
ル
ク

ソ

ン
の

純
粋

持

続

と
結

び

つ
け

よ

う

と
す

る
。
「
斂

が
微

分
原

理

に
由

っ

て
發
展

す

る
内
包

量

で
あ

る
と

す

れ
ば
、

時
間

も
勿

論
斯

か

る
内
包

量

で
あ

る
。

直

観
の
内
面

的

發
展

た

る
純
粋

持
続

を

客
観

化
す

れ

ば
、
其

直

観
の

成
果

は
微

分
原

理

に
依

る
内

包

量
と

し

て
の
時

間

で
な

け

れ

ば

な

ら
ぬ

」
（
Ｔ
２
／５
４
７
）
°

田

邊

は

ベ
ル

ク

ソ

ン

の
純

粋

持

続

が
内

包

量
的

で

あ

る
こ
と

を
見

逃

さ
な

い
。

そ
こ

に
は
、

西
田

の
示

唆

も
あ

っ

た

と
推

測

で
き

る
。
西

田

は
「
自

覚

に
お

け
る
直

観

と
反
省

」
の

な
か
で

、

切

断
に

触

れ
な

が
ら

そ
の
時

間
性

に

つ

い
て

も
語

っ
て

い
る
か

ら
だ

。
西

田

に

よ
れ

ば
、
「
我

々

は
往

々

「
現

在
」

を
無
限

な

る
時

の
流

の

一
点

の

如

き

も

の
と

見

て

、
線

は
点

の
連

続

で

あ

る
と

考

へ
る
如

く

に
、
「
時

」

は
現

在

の
連

続

で
あ

る

か
の
様

に
考

へ
る
の
で

あ

る

が
、

連
続

が
分
離
的

な

る
点

の
連

結

と
見

る
こ

と

が
で

き
な

い
様

に

「
時
」

は

孤
立

的

な
現
在

の
連

結

で

は
な

い
。
真

の
現

在

は

「
時
」

と

い
ふ
連

続

の

切

断

Ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｉｔｔ

で

な
け

れ
ば

な

ら
ぬ
、
即

ち

現
在

と

い
ふ

一
点

の
中

に
全

体

の
意

味

を
具

し

て
居

ら
ね

ば
な

ら

ぬ
。（
中

略
）
質

的
連

続

の
切

断

で

な
け

れ
ば

な

ら
ぬ
」

（
Ｎ
２
／
１
９
２
）
°

西

田

に
と

っ
て

も
、
切

断

は
時
間
性

を

担

っ
た

も
の

で
あ

り
、

数

学
的

な
問
題

で
あ

る
だ

け

で
な

く
、
時

間

の
連
続

量
と

の
関

係

で
理
解

さ
れ

て

い
た
と

い
っ
て
よ

い
。

そ
れ

で

は
、
田

邊

と
西

田

は
内

包
量

的
な

時
間

（
持
続

）

を

め
ぐ

っ
て
、

何

処
か

ら
対
立

す

る

こ
と
に

な

っ
た

の
か
。
後

の
議

論

を
先
取

り

す

れ
ば
、

田

邊

は

ベ
ル
ク
ソ

ン

の
側
に

立

つ
こ
と

で
、
西

田

と
離
反

し

て

い

っ
た

と

考

え

ら

れ
る

の
で

あ
る
。

二
　
「
切

断

」

の

”超
Ｌ
目

然

学

的

”

解

釈

－

「
超
数

学
」

か
ら

”超
Ｌ
目
然

学
’

へ

田
邊

は

、
外

延
量

と
し

て
計

測
可

能

な

「
数

学
」

的
対

象

と
し
て

の
数

や
、
デ

デ

キ

ン
ト
の

無
理

数
詒

そ
の
も

の
に

は
興
味

は

な
い
。
彼

に

と
っ

て

重
要

な

の
は
、「
切

断
」

と

い
う
行

為

そ
の

も
の
、「
最

鋭

利
な

ナ
イ
フ

」

に

よ
っ
て

連
続

を

”切

断

す
る
”

と
い
う
行

為

と
、

そ
の
行
為

が
根

ざ
す

内

包
量

と

し
て

の
純

粋
持

続

だ
っ
た

。「
歴
史

主
義
展

開
」
で

も
田

邊

は
「
鋭

利

な

ナ
イ

フ
」

と

い
う
比

喩

を
応
用

し
て

、

デ
デ

キ

ン
ト
切

断

を
改
釈

す

る
。

「
切

斷

が
今
述

べ
た

や
う

に
、
張

っ

た
絲

の
如

き

連
続

體

を
切

る
こ

と
に

よ
っ

て
繋

ぎ
、
切

口
を
入

れ
て
し

か
も

そ
れ

を
再
構

成

す
る
も

の
で

あ

る
と

す
る

な
ら

ば
、
そ

の
切

口

を
入

れ
る

ナ
イ

フ
は
、
全

く

厚

さ

の
な

い
絶
封

に
鋭
利

な
る
刃

を
も

つ
も

の
で

な
け

れ
ば
な

ら
ぬ

で

あ

ら
う

。
然

ら

ざ
れ

ば
、
切

口

は
必

ず
隙
間

を
作

っ
て

連
續

を
傷

け

、
従

っ
て

連
続

體

を
再
構
成

す

る
こ
と

は
で

き
な

く
な

ら
ざ

る
を

得

な

い
。
し

か

る
に
ナ

イ

フ
の
刃

が
有

で

あ

る
限

り

、
厚

さ
が
な

い

と

い
ふ

こ
と

は
で

き
ぬ

。
厚

さ

が
な

い
、
絶
封

に

鋭
利

な

る
刃

と

い

ふ

の
は

、

そ

れ
自
身

「
無
」

で

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。
「
無

」

の
み

絶

封

の
否

定

力

を

も

つ
の
で

あ

る
。

と
こ

ろ
で

そ

の

や
う

な
「
無

」

を

使

ふ
こ

と

が
で
き

る
も

の
は
、
自

ら

も
ま
た

「
無
」

で

な
け

れ
ば

な

ら
ぬ

。
有

な

る
も

の
は
無

を
使

ひ
得

な

い
。

な

ぜ
な
ら
、

有

が
無

を
使

は

う
と
欲

す

る
な

ら

ば
、

そ

れ
に
よ
り

無

を
有

化

す

る
か
ら
で
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あ

る
」
（
Ｔ
１
２
／
２
１６
-２
１
７
）

「
絶

対

に

鋭
利

な
刃

」

と

い
う

表

現

は
、

高

木

が
用

い
た

「
ナ

イ

フ

」

の
比

喩

そ

の
も

の
で

あ

る
。

ま
た

彼

は
、
「
切

断

」

に
西
田

哲

学

か

ら
継

承

し

た

「
無
」

の
概
念

を
重

ね
合

わ
せ

る
。
田

邊
に

よ

れ
ば
、
連

続

体

の

「
切

断
」

と

は
、

厚

さ

を
も

た

な

い
絶
対

的

に
鋭

利

な

「
無

」

の
刃

を

も

つ

ナ
イ

フ
に

よ

っ
て

、
連
続

体

を

「
切
断

」

す

る
だ
け

で
は

な

い
。

無

に

よ

る
「
切

断

」
は
連

続
体

を
傷

つ

け
ず
、
隙
間

も
与

え

な
い
こ

と
か

ら
、「
切

断

」
し

な

が
ら

も
連

続

体

の
二

つ

の
部

分

を
「
繋

げ

る
」

と

い
う
矛
盾

し

た

働
き

を

も
つ
。

こ

の
よ

う
な

「
切
断

」
解

釈

は
、

デ
デ

キ

ン
ト

や
高

木

に

は

な

い
。
し

か
も
田

邊

は
「
無

の

ナ
イ

フ
」

と

い
う
比
喩

を
用

い
る
だ

け
で

な

く
、
「
無

の
ナ

イ

フ
」

を

使

う
者

も

「
無

」

で

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
と

い

う
。

こ
こ
で

注
意

す

べ
き
な

の
は

、
田

邊

に
と

っ
て
、

連
続

体

を

”無

の

ナ

イ

フ
で
切

断

す

る
こ
と
”

が

”
行
為

者

”
と

結

び
つ

い
て

い
る
こ

と
で

あ

る

。

そ

れ

ゆ
え

、

盜
｛

の
ナ

イ

フ

で

切

断

す

る

こ

と

＝
繋

ぐ

こ

と

”

と
、

連

続
体

に

”
誰
も

何

も
し

な

い
”

こ

と

は
全

く
異

な
る
。
「
無

の
刃

」

に

よ

っ
て

連
続

体

は
切
断

さ

れ
る

が
、
連

続
体

に

は
傷

が
つ
か
な

い
。

だ

か

ら

と

い

っ
て

、
〃
切

断

と

い
う

行
為

が

な

い

”

と

い
う

こ

と
で

は

な

い
。

切

断

す

る

”行
為

者

”
は
自

ら

を

「
否

定

す

る
」

こ
と

に
よ

っ
て

無
と

な

り
、

無

と
な

っ
た
自

己
（

＝
自

己
否

定

）

が
無

の
刃

（

＝
否
定

力

）
を
用

い
て

連
続

体

を
切
断

す

る
（

＝
否

定

す

る
）
。
〃
切
断

と

い
う
行

為

”
を

通

じ

て
、

あ

る

い
は

”
切
断

と

い
う
要

素

”

に
よ

っ
て
、

連
続
体

は

活

か

さ

れ

る
＝

繋

が
る
（

＝
肯
定

さ
れ

る
）

の
で
あ

る
。

こ

の
点

に
つ

い
て
田

邉

は
、
「
切
断

は

か

く
し

て
絶

対
無

の
行

ず

る
絶
對
否

定

行
で

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ
。

そ

れ

だ

か

ら

こ

そ
、

切

る

こ

と

が
即

ち
繋

ぐ

こ

と

で

あ

る

」

（
Ｔ
１
２
／
２
１
７
）

と

い
う
逆

説

と

し
て

説

明

し

て

い
る
。

そ
れ

ゆ
え
、

無

的

自

己

が
無

の
刃

で

切

断

す

る

と

い
う

「
主

体

的

行

為

」

を
行

う
以

上

、

”何

も
し

な

い
・
何

も
起

こ
ら

な

い
”
と

い
う
こ

と
で
は

な

い
。

田

邊

は
、
「
切

断

」

を

語

り

な

が

ら
、
実

践

的

な
行

為

と

行

為

者

の

”
主
体
的

な
有

り
方

＝
無

的
自

己
”
に

つ
い
て
語

る
。
田

邊
に

と

っ
て
「
切

断

」

も
連
続

体

の
要

素

で

あ
り
、
連

続

体
を
構

成
す

る
部
分

で
あ

る
。
切

断

は
連
続
体

を
切

断

し
て
切

り
離

す

こ
と
で

は
な

く
、
切

り
離
し

な

が
ら

繋
ぐ

こ
と

、
否

定

し
な

が
ら
肯
定

し
連

続
体

を
継
続

す

る
こ
と

が
重
要

な

の

だ
。
「
無

に
対

し

自
己

を
犠

牲

に

し
自

ら
を
否

定

す

る
自
己

の
み
、

他

を
否

定

し
な

が
ら

そ
れ

を
肯
定

し
て

、
絶
対

無
の
連

続
体
再

構

成
の
要

素

た

る
切
断

を

、
瞬
間

的

に
作
為

す

る
こ
と
可

能

た
る
の
で

あ

る
。
切
断

は

自

己

否

定

的

無

の

主

体

の

行

為

に

対

す

る

象

徴

に

外

な

ら

な

い
」

（
Ｔ
１
２
／
３
２
１
）

そ

れ

ゆ

え
注

意

す

べ
き

な
の

は
、

切
断

と

い
う

行
為

は
、

そ

れ
を
行

う
者

が
無
化

さ
れ
、

自
己
犠

牲

を
伴
う

主
体
的
実

践

と
し
て

の

「
行

」
で

あ

る
こ
と

だ
（
ｃ
ｆ．　Ｔ
１
２
／２
２
２
）

そ

れ
と
同
時

に

、
田
邊

の

「
切
断

」
に

は
、
重
要

な
点

が
含

ま

れ
て

い

る
。

そ
れ

は
「
連
続

体
切

断

の
時
間

的
構

造
」
で

あ

る
。

切
断

を
実

践
的

に

”行

う
5
S
た

め
に
は

、
切
断

と

い
う
行
為

が
あ
る
時
間

内

に
生

じ
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

切
断

は

「
単
に
兩

系
列

の
間

に
有

と
し
て
固

定
せ

ら

れ

た
同

時

存
在

的

空
間

點
」

で

は

な
く
、
「
兩

系
列

の
發

展
衝

迫

毎
に

そ

れ

が
互

に
否

定

、

交
徹

、
循

環

す

る
渦
動

の
中

心

と
し

て
、
不

断

に
更

新

」

連続と切断77



す

る
「
無

な

る
生

滅

轉

換

點

な

い

し

振

動

點

」
（
Ｔ
１
２
／
２
１
５
-２
１
６
）
で

あ

る

。

つ

ま

り

切

断

と

は

単

な

る

「
空

間

點

で

な

く

、

時

間

の

契

機

を

象

徴

す

る

力

学

點

」
（
Ｔ
１
２
／
２
１
６
）

に

ほ

か

な

ら

な

い

。

田

邊

は

こ

の

よ

う

な

力

学

点

と

し

て

の

「

切

断

」

が

「
瞬

間

」

に

お

い

て

生

ず

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

私

た

ち

は

、

田

邊

に

と

っ

て

の

「
切

断

」

が
、

彼

の

「
力

学

哲

学

」

を

背

景

に

し

て

、

運

動

論

的

に

理

解

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

注

意

し

よ

う

。

田

邊

の

デ

デ

キ

ン

ト

の

「

切

断

」

改

釈

は

、

彼

独

自

の

”
超
－

自

然

学

”

に

支

え

ら

れ

て

い

る

。

田

邊

に

よ

れ

ば

、
「
切

断

」

は

、

そ

の

特

異

な

性

質

か

ら

「

数

学

な

い

し

超

数

学

の

立

場

」

で

は

解

決

で

き

ず

、
「
〔

数

学

〕

基

礎

論

の

対

象

た

り

得

ざ

る

」

も

の

で

あ

り

、
「
基

礎

論

超

数

学

」

を

超

え

る

も

の

と

し

て

「
で

き

る

だ

け

抽

象

的

で

な

い
見

地

に

於

て

、

哲

学

的

に

考

察

」

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

（
Ｔ
１
２
／
３
２
２
-３
２
１
）
°

そ

の

一

方

で

田

邊

は

、

西

田

哲

学

の
行

為

的

直

観

で

は

切

断

の

時

間

性

を

捉

え

き

れ

な

い

と

い

う

。

な

ぜ

な

ら

、
行

為

的

直

観

は

時

間

が
空

間

化

さ

れ

て

お

り

、
「
切

断

中

心

的

渦

流

」

を

空

間

に

位

置

づ

け

て

し

ま

う

が

ゆ

え

に

、

空

間

優

位

の

抽

象

性

が

見

て

取

れ

る

か

ら

だ

。

こ

の

点

に

つ

い
て

次

節

で

は

、

西

田

哲

学

に

依

拠

す

る
数

学

者

末

網

恕

一

に

対

す

る

田

邊

の

批

判

を

取

り

上

げ

、

田

邊

の

”
超
‐
自

然

学

”

か

ら

見

た

「
切

断

」

改

釈

を

検

討

し

て

み

よ

う

。

三
　

「
行

為

的

直

観

」

説

の

批

判

－

末

網

恕

一

「

数

学

の

基

礎

」

の

問

題

末

綱

は

、

一

九

四

三

年

に

下

村

の

紹

介

で

西

田

と

交

流

を

開

始

し

、

西

田

哲

学

を
貪
欲

に
吸

収

し
な

が
ら
、

そ
の
成

果

を
数
学
基

礎
論

の
分
野

で
　
7
8

発

揮

し

て

い
た
。
「
末

梢

さ

ん
の
西

田

哲
学

の
理

解

は
先

生
自

身
認

容

さ

れ
た

よ
う

で
あ

っ
た
」

と
下

村
に
語

ら
せ

る
ほ

ど
、
西

田

は
末
綱

を
信
頼

し

て

い
た

。
下

村

に
よ

れ

ば
、
末
綱

の

お
陰
で

、
西
田

哲
学

は
単

な

る
神

秘

主
義

思

想

で

は
な

く
、
「
科

学
哲

学

を
も

そ

の
中

に
包

括
し

得
、

科
学

的
想

念

を

も
そ

の
中

か

ら
産
出

し
得

る
近

代
的

思
想
と

し
て

も
十
分

に
豊

饒

な

る
こ

と

を
実
証

し
た
」
。

そ
の
意

味

で
末

綱

の
数

学
基

礎
論

は
、

西

田
哲

学

の
数
学

へ

の
応
用

と
し

て
考

え
る

こ
と

が
で
き

る
。
そ

れ
ゆ
え

田

邊
は

、
末
網

の
数
学
基

礎
論

を
批
判

す
る

こ
と

が
、
そ

の
ま
ま
西
田

哲

学

批
判

に

な

る
と
考

え
て

い
た

。

そ

れ
で
は

田
邊

は
末
綱

を

ど
の
よ

う
に

批
判

し
た

の
か
。
田

邊

は
ま

ず

「
歴

史

主

義
展

開
」

で

、
数

学

に
お

け

る
末

梢

の
功
績

を
取

り
上

げ

、
彼

が
行

為
的

直

観
に

基

づ
い
て
数

学

の
基
礎

の
研
究

を
試

み
て

い
る
こ

と
を

肯
定

的

に
紹

介
す

る
。

し
か

し
、
田

邊
に

と

っ
て

末
梢

の
基
礎

論
の
最

大

の
問

題

は
、
彼

が
依

拠

す
る
西

田
の

「
行
為

的
直

観
」

説

が
数

学
の
基

礎

を
提

供

し

う

る
か

と

い
う

こ
と

に

あ
っ

た
。

田
邊

に

よ
れ

ば
、
末

綱

は
、

行

為

的
直

観

に
依

拠

し
て

い

る
た
め

に
、
時

間
よ

り
も
空

間
を

重
視

す
る

こ
と

に

よ

っ
て

、
連

続
体

や
「
切

断
」

概

念

の
意
義

を

捉
え

き

れ
な

い
。

そ
れ

ゆ
え

、
末
綱

の
基

礎
論

は
連
続

体

や

「
切

断
」

を
論

ず

る
の
に
適
当

で

は

な

い
。

田

邊

に

よ
れ

ば
、
行
為

的
直

観

は
「
時
間

空
間

統
一

の
直
観

」
で

あ
り

、

「
場

所

的
」

で

あ

る
（
Ｔ
１２
／２
２
６
）
°

西
田

哲

学

と
は

「
空
間

の
全

体
的

直

観
に

重
点

を
置

い
て

、
時

間

の
固
有
構

造
で

あ

る
過
去
未

来
間

の
対
立

抗



争

を
並
列

的

に
一
様

化

し
、
現

在

の

も
つ
飜
轉

循
環

的
渦
動

性

を

抽
象

し

て

、
黠

の
直
接

連
続

（

実
は

単
な

る
稠
密
）

系
列

に
化

す

る
な

ら
ば
、

そ

れ
は
畢

竟
時
間

を

空
間

の
内

に
解

消

し
、
前

者

の
立
體

的
辯

證
法

を
後

者

の
平
面

的

同

一

性

に
化

す

る
」
（
　ｉｂ
ｉｄ

．）

こ
と

に

ほ
か

な

ら

な

い
。
田

邊

に
よ

れ
ば

、
切
断

の
現

在

の

「
時

間

の
固

有
構

造
」

と
は
、

過

去
と
未

来

と

の
対
立
抗

争

を
現

在

に
媒

介

結
合

す

る
こ

と
に
よ

っ

て
、
現

在
と

い
う

瞬
間

の

な
か
で
過

去

と
未

来

が
生
滅

的

に
転
換

す

る
こ

と
で

あ
る
。

そ

の

際

に
、
現

在
と

い
う

瞬
間

が
過

去

と
未
来

と

に
よ

っ
て
瞬
間

に

更
新

さ
れ
、

多

層
的

に
形
成

さ

れ
る

。

し
か

し
、
西

田
哲

学

の
行
為

的

直
観

は

「
時
間

の
空

間
化

」

を
含
意

し

て

お
り

、
時
間

よ

り

も
空
間

（
「
場
所

」
）

に
優
位

性

を
お

く
。
田

邊

は
そ

れ
を
認

め

る
こ
と

が
で

き

な

い
。

ま

た
末

網
の
数

学
基

礎
論

は

、
西
田

哲

学

に
依

拠

す
る

た
め

に
、
空

間

＝
場
所

の
直
観

に
依

存
し
、

時
間

の
複
雑

な

「
立
体

的

弁
証

法

」

を
捉

え

き

れ

ず
、
空

間
的

な

「
平

面

的
同

一
性

」

の

ま
ま

に
と

ど
ま

る
。

し
か

も
末

綱
に

よ

る
「
切
断

」
理

解

も
、

空
間

量

と

し
て

の
外
延

量

の
同

一
性

に
基

づ
く
し

か
な

い
。
そ

れ

ゆ
え
西

田
哲

学

も
、
末

網

の

数

学

基

礎
論

も
、

時

間

性

を

蔑
ろ

に

す

る
限

り
、
「
切

断

」

を
正

当

に
理
解

す

る

こ
と

が
で

き
な

い
。

そ

れ
に
対

し
て
田

邊

は
、「
切
断

」
の
現
在

に
お

け

る
行

為

に
着

目

す
る
。

ま

た
田

邊
は

、
末

綱
批
判

を

展
開

す

る
文
脈

で

、
ベ
ル
ク
ソ

ン
の

「
持

続
」

概

念
に

も
触

れ

て

い
る
。

も
ち

ろ

ん
田

邊

か

ら
す

れ
ば
、

直
観

を

優
位

に

お

く
ベ
ル

ク
ソ

ン
哲
学

も
批

判

の
対

象

と
な

る
は
ず

だ
。
し
か

し
田
邉

は

、

ベ
ル
ク
ソ

ン

が
運
動

に
着

目

す
る

こ
と

を
評
価

し
、

空
間

化

さ

れ
た
時

間

を

徹

底

的

に

批

判

し

た

こ

と

を

認

め

る

。
「

数

理

哲

学

研

究

」

の

中

で

、

田

邊

は

「
切

断

」

問

題

を

ベ
ル

ク

ソ

ン

の
持

続

説

と

重

ね

て

論

じ

て

い

た

（
Ｔ
２
-５
４
６
ｆｆ

．
）
。

田

邊

に

と

っ

て

、

”
直

線

を

引

く

”

行

為

は

、

そ

の

現

在

に

お

い
て

”
運

動

”
を

伴

う

。
し

か

し

数

連

統

と

し

て

の

直

線

は

既

に

”
引

か

れ

た

線

”

に
過

ぎ

ず

、

空

間

化

さ

れ

、

無

限

に

分

割

さ

れ

る

外

延

量

的

な

連

続

量

で

し

か

な

い
。

ド

ゥ

ル

ー

ズ

が

「

ベ
ル

ク

ソ

ン

主

義

」

の

な

か

で

述

べ

て

い

る

よ

う

に

、
「
勁

く

も

の

が

通

過

し

た

空

間

が

あ

り

、

そ

れ

は

ど

こ

ま

で

も

分

割

で

き

る

数

的

な

多

様

体

〔
集

合

〕

を

つ

く

る

」
　一

方

で

、
「

他

方

に

は

純

粋

な

運

動

が

あ

っ

て

、

そ

れ

は

交

替

で

あ

り

、

質

的

な

潜

在

的

な

多

様

体

で

、

ア

キ

レ

ス

の

た

ど

る
道

の

よ

う

に

、

歩

み

に

分

割

さ

れ

は

す

る

が

、

分

割

さ

れ

る

た

び

ご

と

に

性

質

が

変

る

も

の

」

で

あ

る
。

数

直

線

が
数

的

多

様

体

で

あ

り

、

持

続

が
質

的

多

様

体

で

あ

る
こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い

。

田

邊

に

と

っ

て
問

題

な

の

は

、

外

延

跫

と

し

て

計

測

可

能

な

「
流

れ

た

時

間

」
や

分

割

可

能

な

数

的

な

多

様

体

（

＝

外

延

量

）

で

は

な

く

、
「
真

の

「

流

れ

る

時

」
」
（
ｃ
ｆ
.　Ｔ
２
／
５
４
７
）

と

し

て

の

内

包

的

時

間

（

持

続

）

で

あ

り

、
「
切

断

」

も

ま

た

質

的

で

潜

在

的

な

多

様

体

に

関

わ

る

。
「

流

れ

る
時

は

ベ
ル

ク

ソ

ン

の

純

粋

持

続

を

具

体

的

に

客

観

化

せ

ん

と

す

る
内

包

量

と

し

て

、

微

分

原

理

に

よ

り

発

展

す

る

時

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ
」
（
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．）
。

さ

ら

に

田

邊

は

ベ

ル

ク

ソ

ン

が

「

ゼ

ノ

ン

の

パ
ラ

ド

ッ

ク

ス

」

を

批

判

し

続

け

、

運

動

否

定

論

を

検

討

し

て

い

る

こ

と

も

見

逃

さ

な

い

。

田

邊

は

「
数

理

哲

学

研

究

」

の

後

も

、
「
哲

学

の

根

本

問

題

」
（

一

九

五

一

）

で

も

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

持

続

論

を

取

り

上

げ

、
「

ア

キ

レ

ス

と

亀

の

パ

ラ

ド

ッ

ク

｜　連続と切断79



ス

」

の

問

題

を

考

察

し

て

い

た

（
ｃ
ｆ

．
　Ｔ
ｌ
ｌ
／
７
７
ｆｆ

．
）
°

こ

の

よ

う

に

田

邉

は

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

持

続

説

に

こ

だ

わ

る

。

そ

れ

は

田

邊

が

、

ベ
ル

ク

ソ

ン

哲

学

の

”
運

動

”

分

析

を

参

照

し

な

が

ら

、

”
運

動

と

し

て

の

行

為

”

を

捉

え

る

「
力

学

哲

学

」

と

い

う

”
超
１
自

然

学

”

を

構

築

し

よ

う

と

し

て

い

た

か

ら

だ

。四
　

’
強

度

の

科

学

と

潜

在

性

の

哲

学

”

の

可

能

性

－

お

わ

り

に

か

え

て

田

邊

は

「
切

断

」

を

論

じ

な

が

ら

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

持

続

概

念

と

コ

ー

ヘ

ン

の

〈
微

分

の

哲

学

〉

に

、

西

田

哲

学

を

重

ね

合

わ

せ

、

宗

教

哲

学

と

相

即

的

な

奇

妙

な

数

理

哲

学

を

構

築

し

た

。

そ

れ

は

林

が

い

う

よ

う

に

特

異

な

「

数

理

哲

学

」

だ

っ

た

。

た

だ

筆

者

は

、

田

邉

哲

学

を

”
超
Ｌ
目

然

学

的

思

考

”

と

し

て

捉

え

る

こ

と

で

、

別

の

可

能

性

が

開

か

れ

る

と

考

え

て

い

る

。

例

え

ば

デ

ラ

ン

ダ

は

、
「

強

度

の

科

学

と

潜

在

性

の

哲

学

」
（

二

〇

〇

二

）

で

、

田

邉

と

は

無

関

係

に

、

ド

ゥ

ル

ー

ズ

哲

学

を

介

し

て

「
強

度

的

科

学

と

潜

在

性

の

哲

学

」

を

試

み

て

い

る

。

彼

は

、「

い

か

に

し

て

内

包

的

＝

強

度

的

な

も

の

（
ｔｈ
ｅ
　ｉｎ
ｔｅ
ｎ
ｓ
ｉｖ
ｅ
）

が

外

延

的

＝

延

長

的

な

も

の

（
ｔ
ｈ
ｅ
　ｅ
ｘ
ｔｅ
ｎ
ｓ
ｉｖ
ｅ
）

を

発

生

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

埓

」

と

問

い

、
「
強

度

的

思

考

」

と

「

延

長

的

思

考

」

と

の

対

比

を

試

み

て

い

る

。

さ

ら

に

デ

ラ

ン

ダ

は

、

生

命

科

学

的

な

知

見

を

取

り

込

み

、

個

体

発

生

の

問

題

を

”
超
一
白

然

学

的

”
に

検

討

し

て

い

る
。

ｐ^
ｈ
ｙ
ｓ
ｉｃ
ａ
ｌ＊

が
「
物

理

的

」

と

い

う

意

味

だ

け

で

な

く

「
身

体

的

」

と

い

う

意

味

を

も

つ

こ

と

か

ら

、

m
e
ｔａ
-ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉｃ
ａ
ｌ
”

と

い

う

言

葉

も

ま

た

「

メ

タ

身

体

的

」

と

解

す

る

こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
田
邊
の
哲
学
の
「
強
度
の
科
学
」
　へ
の
ア
プ
　
8
0

ロ
ー
チ
の
可
能
性
は
開
か
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
筆
者
は
、

田
邉
哲
学
を
「
潜
在
性
の
哲
学
」
と
し
て
捉
え
直
し
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
哲
学

や
デ
ラ
ン
ダ
の
試
み
と
対
比
さ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

（

１

）
　

「

田

邊

元

全

集

」

（

筑

摩

書

房

、

一

九

六

三

～

六

四

年

）

か

ら

の

引

用

は

、

巻

数

と

ペ

ー

ジ

数

を

（
Ｔ

１
２
／
　Ｏ

Ｏ

）

の

よ

う

に

本

文

中

に

略

記

す

る

。

ま

た

新

版

「

西

田

幾

多

郎

全

集

」

（

岩

波

書

房

、

二

〇

〇

二

～

九

年

）

か

ら

の

引

用

に

つ

い

て

も

、

同

様

に

略

記

す

る

。

（

２

）
　

本

稿

で

は

、

本

来

「

形

而

上

学

」

「

形

而

上

学

的

」

と

訳

さ

れ

る

。
m
e
ｔａ
-

ｐ

ｈ
ｙ
ｓ
ｉｃ
ｓ
'
 
”
m
e

ｔ
ａ
ｐ

ｈ
ｙ
ｓ
ｉｃ
ａ
ｌ
”

と

い

う

言

葉

を

「

超

－

自

然

学

」

「

超

‐

自

然

学

的

」

と

い

う

意

味

で

用

い

、

”
メ

タ

フ

ィ

ジ

ッ

ク

ス

’

”
メ

タ

フ

ィ

ジ

カ

ル

’

と

表

記

す

る

。

（

３

）
　

以

下

を

参

照

せ

よ

。

ｕ
.
　ｕ

ｅ

ｉｅ
ｕ
ｚ
ｅ

「
　
Ｌ
ｅ

　ｏ
ｅ
ｒ
ｇ
ｓ
ｏ
ｎ
ｔｓ
m
e

「
　
Ｆ
ａ
ｎ

ｓ
｢　
Ｐ
Ｕ

Ｆ
。
　
１
９
６
６

「
　ｐ
.

４

２
．
（
「

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

哲

学

」

宇

波

彰

訳

、

法

政

大

学

出

版

局

、

一

九

七

四

年

）

（

４

）
　

高

木

貞

治

「

新

式

算

術

講

義

」

ち

く

ま

学

芸

文

庫

。

二

〇

〇

八

年

（

初

版

一

九

〇

四

年

、

博

文

館

）
、

二

三

九

一

二

四

〇

頁

。

（

５

）
　

同

前

、

二

四

一

頁

（

強

調

・

高

木

）
。

（

６

）
　

下

村

寅

太

郎

「

無

限

論

の

形

成

と

構

造

」

（

新

版

）
、

み

す

ず

書

房

、

一

九

七

九

年

、

七

二

頁

。

（

７

）
　

同

、

七

二

頁

（

強

調

・

下

村

）
。

（

８

）
　

コ

ー

ヘ

ン

哲

学

と

田

邊

の

’
メ

タ

フ

ィ

ジ

ッ

ク

ス

’

と

の

関

係

に

つ

い

て

は

、

拙

論

を

参

照

せ

よ

（

森

村

修

「
「

種

の

論

理

」

の

メ

タ

フ

ィ

ジ

ッ

ク

ス

」

「

比

較

思

想

研

究

」

第

三

九

号

、

二

〇

一

二

年

）
。

（

９

）
　

田

邊

は

「

切

断

」

の

”
メ

タ

フ

ィ

ジ

カ

ル

な

’

意

味

で

あ

り

、
西

田

は

「

無

限

」

概

念

と

「

極

限

」

概

念

で

あ

る

（

松

丸

壽

雄

「

直

接

知

の

探

究

－

西

田

・

西

谷

・

「

イ

デ

ッ

ガ

ー

・

大

拙

」

春

風

社

、

二

〇

匸

二

年

参

照

）
。

（
1
0
）
　

下

村

寅

太

郎

「

先

生

と

数

学

」

「

下

村

寅

太

郎

著

作

集
1
2

」

み

す

ず

書

房

、



一

九

九

四

年

、

二

二

八

頁

。

（

Ｈ

）
　

数

学

者

彌

永

昌

吉

は

、
「

末

綱

恕

一

博

士

の

こ

と

」

の

な

か

で

「

数

学

の

基

礎

」

に

集

め

ら

れ

た

数

学

基

礎

論

研

究

に

つ

い

て

「

こ

の

方

面

の

独

文

の

論

文

も

あ

る

が

、

国

際

的

に

も

国

内

的

に

も

、

こ

の

分

野

の

氏

の

思

想

は

十

分

の

理

解

者

が

な

く

、

や

や

孤

高

の

感

が

あ

っ

た

」

と

述

べ

て

い

る

（

彌

永

昌

吉

「

末

綱

恕

一

博

士

の

こ

と

」

「

科

学

基

礎

論

研

究

」

Ｖ

ｏ

ｌ
．

１
６

’
　

Ｎ

ｏ
.

ｌ

、

科

学

基

礎

論

学

会

、

一

九

八

二

年

、

六

頁

）
。

（

1 2

）
　

Ｇ

．
　
Ｄ

ｅ

ｌｅ

ｕ
ｘ

ｅ
｢
　
ｏ
ｐ
.
ｃ

ｉ
ｔ
.「

　ｐ
.
　
４

２
.

（

邦

訳

、

四

五

頁

）

（

1 3

）
　

林

晋

「

田

辺

元

の

「

数

理

哲

学

」

」

「

思

想

」

所

収

、

岩

波

書

店

、

二

〇

匸

一

年

一

月

号

参

照

。

（

1 4

）

Ｍ
.

　
Ｄ

ｅ

ｌ
ａ
ｎ

ｄ
ａ
｢

　
Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｎ

ｓ

ｉｖ

ｅ

　
Ｓ
ｃ

ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ

　
＆

　
Ｖ

ｉｒ

ｔ
ｕ

ａ

ｌ
　
Ｐ

ｈ

ｉ
ｌｏ

ｓ
ｏ
ｐ

ｈ
ｙ

「

　
Ｃ

ｏ

ｎ

ｔ
ｉ
ｎ
ｕ

ｕ

ヨ

’

２
０

０

２
｢

　ｐ

．
　
４

５

．

（

1 5

）
　

田

邊

と

生

物

学

や

生

命

科

学

と

の

関

係

に

つ

い

て

は

、

上

田

泰

治

「

田

邉

哲

学

に

お

け

る

生

物

学

」

武

内

義

範

・

他

編

「

哲

学

の

世

界

」

創

文

社

、

一

九

八

五

年

を

参

照

せ

よ

。

（

1 6

）
　

例

え

ば

、

田

山

令

史

・

斎

藤

慶

典

編

著

「

連

続

を

め

ぐ

る

哲

学

－

流

れ

・

瞬

問

・

同

一

性

」

（

ミ

ネ

ル

ヴ

ア

書

房

、

二

〇

〇

四

年

）

、

巽

友

正

「

パ

ラ

ド

ッ

ク

ス

と

し

て

の

流

体

」

（

培

風

館

、

一

九

九

六

年

）
、

谷

貞

志

「

〈

無

常

〉

の

哲

学

ダ

ル

マ

キ

ー

ル

テ

ィ

と

刹

那

滅

」

（

春

秋

社

、

一

九

九

六

／

二

〇

〇

〇

年

）

参

照

。

（

も

り

む

ら

・

お

さ

む

、

現

象

学

・

ヶ

ア

倫

理

学

・

日

本

哲

学

。

法

政

大

学

大

学

院

教

授

）
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